
ひろぴー式 

スイングトレード 

 
本日のゴール地点 

ローソク足を今一度見直してみよう！ 

移動平均線を使ってトレードしてみよう！ 

 



ローソク足を今一度見直そう 

• ローソク足は世界で最も見られているテクニ
カルの一つ。 

 

• 最も基本形 

 

• 初心者はローソク足を視界に映っているだけ
で、オシレーターなど他のテクニカルばかりみ
ている傾向がある。 







常に相手を意識すること！ 

• トレードは対人戦であることを忘れずに。 

 

• 体を動かさないスポーツ 

 

• 1対1をイメージ（本来は多数VS多数） 



ローソク足、1本1本に意味がある。 





ローソク足にラインを引いてみる。 





おさらい① 

・ローソク足の見直し。 

 

・対人戦であり、どういうやり取りが過去に 

行われていたか。 

 

・どちらに向かってポジション解消が起こるか。 



移動平均線トレード 



移動平均線 

• 短期：SMA7 

 

• 中期：SMA25 

 

• 長期：SMA50 

 

• スマホを設定をしておこう！ 



RCI 

【特徴】 

 オシレーターの中でも、短期～長期
まで一度に掲載できる優れた指標。 

 

 トレンド発生中に使いやすい。順張
りトレード向き。 



本日は二つの使い方を説明 



① 打診売買トレード 

【下降トレンドだった時】 

 

• 3本のSMAのうち、2本以上、下向き。 

• 3本のRCIのうち、2本以上、下向き。 

 

• さらに、SMA7が一番下に位置。 

• さらに、RCI26が下向き且つミドル以下で推
移。 





補足 

• トレンドができやすいタイミングは、SMA3本と
も、収束しているときが望ましい。 

 

• 重要なラインをブレイクしているか。 

 

• さらに、そのブレイクの時は長めのローソク足
を出現させていると尚、好ましい。 

 

 



②追撃売買トレード 

• SMA７、２５、５０の順序で並んでいること。 

 

• SMA７を這うようにトレンドが発生しやすいの
でトレンド発生中の小休憩のタイミングで追加
してみる。 

 

• RCI９がボトムを這っているとき。向きは気に
しない。 







補足 

• 下落（上昇）トレンドでも、勢いの違いでトレー
ド方法が若干異なってくる。 

 

• RCI２６、５２が順調に下落しているか。 

 

• エントリーは２～３回に分けてトレードを行う。 

 

 



おさらい 

• ローソク足を今一度見直してみる。（真っ新な
チャートをみる。） 

 

• SMAとRCIと相談してトレードしよう！ 

 

• スイングトレードは２～３ポジション分けてトレ
ードしてみよう！ 
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＜リスク開示＞ 

このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の市場動向
とは異なる可能性があり、断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告なく変更する場合も
あります。 

当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミナーの講
師（所属会社を含む。）は一切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と責任において行
っていただきますようお願い申し上げます。 

なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他人への
譲渡や販売または再配信等を行うことはできません。 

＜注意喚起＞ 

店頭外国為替証拠金取引は、元本や利益を保証した金融商品ではなく、為替レートの変動等による損失発生の可能
性があります。さらに、レバレッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）や為替レート
の変動等によって注文（ロスカット注文を含む）が約定しない場合等、元本を上回る損失発生の可能性があります。 

特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。加え
て、スワップポイント（通貨間の金利差調整額）においては通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）によっては、
受け取れる場合もあれば、支払わなければならない場合もあります。 

当社は、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパソコン・イン
ターネット環境や当社のシステムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。また、お客様の取
引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引所取引とは異なりますので、契約締結前交付書面をよくお読みいた
だき、内容をご理解の上、ご自身の判断により取引を行っていただきますようお願いいたします。 


